
年　　月　　日
（あて先）

伊　丹　市　長　様

（提案者）

	団体名
	

	代表者の名前
	　　　　　　　　　　　　　　　　


令和　７年度　伊丹市公募型協働事業「市民提案型」提案書

下記のとおり、提案します。なお、募集要項に掲げる提案団体・提案事業の要件を満たすとともに、添付書類の内容が事実と相違ないことを申し添えます。

記

１　提案事業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　提案事業の内容

　「事業実施計画書」のとおり

３　団体について

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),団体名)
	

	代表者の役職名・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),名前)
	

	主たる事務所所在地

（代表者住所）
	〒



	電話
	
	ファクス
	

	電子メール
	
	ホームページ
	

	設立年月
	年　　　　　月
	構成員数
	　　　　　　　　　　人

	担当者の役職名・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),名前)
	

	事業担当者連絡先（上記と異なる場合ご記入ください。）

	氏名
	
	住所
	〒



	電話
	
	ファクス
	
	電子メール
	


【添付書類一覧】

①伊丹市公募型協働事業「市民提案型」提案書（様式１）

②伊丹市公募型協働事業提案制度　事業実施計画書（別紙）

③伊丹市公募型協働事業提案制度　収支計画書（別紙）

④団体の組織及び運営に関する事項を記載した書類（任意書式）

⑤団体の事業計画書及び収支予算書（任意書式）

➅前事業年度における団体の決算書（任意書式。本年度設立の団体は除く）
⑦これまでの活動内容を記載した書類（任意書式）


伊丹市公募型協働事業提案制度　事業実施計画書

	(１) 事業名称（目的や内容をイメージしやすい内容で）

	

	(２) 事業目的（箇条書きでも文章でも可）

	


	(３) 具体的な事業内容（事業対象者、実施予定場所等についてお書き下さい）　

	


	(４) 協働での実施による効果・必要性

	

	(５) 提案団体の特徴、強み等

	

	(６) 提案する協働事業における各主体の役割（箇条書きでも文章でも可）

	①提案団体の役割

②市に期待する役割

③その他


	(７) 将来の展望

	


	(８) 事業実施スケジュール（時期は年度など、実施内容は箇条書きでも文章でも可）

	時期
	実施内容

	
	

	(９) 事業実施に必要と想定される経費（１５ページの「経費の考え方」、１７ページの「記入例」を参考に、「収支計画書」を作成ください。）

	
伊丹市公募型協働事業提案制度　収支計画書
事業総額（見込み）　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
内、市が負担する経費　　　　　　　　　　　　　　　　円
（収入）
区分
見積額（単位：円）
積算根拠（単価・数量等）
合計
（支出）
区分
見積額（単位：円）
積算根拠（単価・数量等）
合計



経費の考え方
・事業経費のかからない場合は、「収支計画書」は記入不要です。
・事業にかかる経費は、事業の継続性を高めるためにも、受益者からの負担金の徴収や、協賛金の募集等による資金確保に努めてください。
・事業が採択された場合でも、収支計画書に記載された予算を市で全て負担できるとは限りません。できる限り支出削減やその他の資金獲得をご検討の上、申請をお願いいたします。
＜支出経費の区分例＞
	旅費交通費
	視察および講師招へい等に要する公共交通機関を利用する場合の運賃等

	通信運搬費
	郵便、電話料、宅配便等に要する経費

	人件費
	団体の構成員などが業務に従事した場合の賃金
（企画立案・分析・相談業務・システム構築・講師など知識や技術を要する業務・事業遂行上、専門性のある資格が必要な業務　等）

	報償費
	外部から講師・専門家を招へいする場合の謝礼等
※団体の構成員が講師等を務める場合は「人件費」として算定すること。

	会議費・会場費
	会議等の会場使用料および備品借用費
※市施設での実施、市所有備品の借上の場合、原則費用はかからないものと見込んでください。

	印刷製本費
	チラシ等の印刷費
※市役所内での印刷が可能な場合は費用がかからないこともあり得ますが、一旦は外注印刷等の費用を調べて記載してください。

	消耗品費
	事業を実施する上で必要な機材、材料、消耗品等の経費

	保険料
	ボランティア保険料およびイベント保険料

	委託料
	会場設営の委託費用等


＜事業経費として対象外の経費＞
・団体の事務所等を維持するための経費
・団体の経常的な活動に要する経費
・食糧費（会議の茶菓子代、慰労会費など）
・施設整備費
・敷金・礼金等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
伊丹市公募型協働事業提案制度　収支計画書
事業総額（見込み）　　　　　90,000円
内、市負担金　　　　　　　　　20,000円

（収入）
	区分
	見積額（単位：円）
	積算根拠（単価・数量等）

	市が負担する経費
	２0,000
	外部講師謝礼金

	協賛金
	10,000
	当日プログラムへの広告協賛費　5,000円×2社

	参加費
	40,000
	200円×100人×2回

	自己資金
	20,000
	

	合計
	90,000
	


（支出）
	区分
	見積額（単位：円）
	積算根拠（単価・数量等）

	印刷費
	50,000
	イベント告知チラシ1,000部×●円（A4・カラー表裏印刷）
イベント告知ポスター50部×●円（B3・カラー）

	報償費
	20,000
	市民向けワークショップにおいて依頼する外部講師謝礼

	保険料
	20,000
	100円×100人×2回

	合計
	90,000
	


様式１





（別紙）





事業を検討した背景にある地域課題について現状認識を示した上で、なぜ解決が必要だと思うのか、どのような状態になることを目指すのか等について記載してください。





対象とする人の属性や参加人数、事業の規模等具体的に記載してください。





事業の実施にあたり、「市と協働でなければできないことは何か」、「団体と市、それぞれが単独で実施する場合と比べ、より効果が得られるのはどのようなことか」等について記載してください。





活動実績等を踏まえて、提案団体の強み等を記載してください。





「将来的に事業をどのように発展させていきたいか」等について記載してください。





（別紙）





記入例








６

